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2022-2023年度　第３回　例会プログラム

開会点鐘　１９時 四つのテスト/我らの生業

会長の時間/幹事報告/委員会報告/卓話/スマイルボックス発表

会長の時間 会長　田村光男
「ボランティア」と「奉仕」及び社会奉仕活動について。

「ボランティア」は、もともと「志願者」という意味があり、「ボランティア」は、

「自主的に社会事業などに参加し、無償の奉仕活動をする人」という意味があります。

例えば、大きな災害が起こった時、住人の衣食住が足りなくなり、日常生活が贈れなくなります、

このような場面で、自主的に被災地を訪れて、無償の奉仕活動をする人は、「ボランティア」と呼ばれます。

「ボランティアとして、被災地を訪れて、復興のために活動する」などという文章を作ることができます。

また、イベントの手伝いをしている人が、給料を受け取らない場合があります。

このような場面では、「私はイベントのボランティアだから、手弁当だよ」などという文章にできます。

「奉仕」という言葉には、どのような意味があるでしょうか？

「奉仕」は、「神仏や主君、師などに謹んで仕えること」という意味があります、

例えば、ある宗教を信じている信心深い人は、日常から「神に奉仕する」

という考えを持っているのではないでしょうか？

また「奉仕」には、「利害を離れて、国家や社会などのために尽くすこと」という意味があります。

例えば、損得を抜きにして、社会のために役立ちたいと思い、

できることをしたいと思っている人がいるかもしれません。

このような場合は、「社会に奉仕するのは、市民として当然だ」などという文章にできます。

さらに「奉仕」には、「商品が品物を安く売ること」という意味があります。

例えば、特売などで、とても安く売られている商品は「奉仕品」と、記載されていることがあります。

「バーゲンセールで奉仕品を購入した」などという文章にできます。

「ボランティア」と「奉仕」の違いを、分かりやすく解説します。

「ボランティア」は、「自主的に社会事業などに参加し、無償の奉仕活動をする人」という意味あります。

一方で、「奉仕」は、「利害を離れて、国家や社会などのために尽くすこと」という意味があります、

どちらも見返りを求めずに、活動するという共通点があります

ただし、「ボランティア」は「自主的」な活動なのに対して、

「奉仕」は、自主的かどうかは問われないという違いがあります。

「ボランティア」は、必ず自主的に社会活動などを行いますが、

「奉仕」は、学校の先生の指導などによって行うケーズもあります。

　「ボランティア」と「奉仕」の違いについて,2つの言葉には明確な意味の違いがあり、

2つの言葉の意味の違いを知ることで、きちんと使い分けることができるようになりそうです。

国際ロータリー2670地区

例会場　サンコーカルチャーセンター



幹事報告
●先日は会長・幹事・会計の慰労会に多数出席賜りありがとうございました。

●会長幹事会計へ記念品の贈呈

●到着週報は阿波池田・鴨島RCです

委員会報告
プログラム委員より

本年度の卓話のテーマは、「人生や価値観を変えた一言」

卓話
山内浩司

～月商１億円を稼いだ１本の電話～

スマイルボックスの発表
浪越繁男　昨年１年間皆勤賞でした。　孫が徳島新聞に掲載されました。

廣川公利　プライベートで非常に嬉しい事がありました。

岩本修司　５クラブ対抗ゴルフコンペで個人・団体共に優勝しました。

廣澤誠治　美馬RCゴルフコンペで優勝しました。

出席報告

次回例会
７月２６日　１９時～

場所　サンコーカルチャーセンター

※出欠連絡は前日までに幹事まで連絡下さい。

例会の度にお弁当が２～３個無駄になっています。よろしくおねがいします。
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